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世
界
的
な
原
油
価
格
の
高
騰
は
、
社
会
と

経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
日
本

政
府
も
、
ガ
ソ
リ
ン
高
対
策
と
し
て
価
格
上

昇
抑
制
の
た
め
の
原
資
の
支
給
や
、
国
家
原

油
備
蓄
の
放
出
を
決
め
る
な
ど
の
緊
急
対
応

に
取
り
組
む
。

　
対
し
て
日
本
国
内
で
自
動
車
燃
料
を
販
売

す
る
Ｓ
Ｓ
網
は
、
１
９
９
５
年
の
６
万
ヵ

所
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
の
一
途
を
辿
り
、

２
０
２
１
年
３
月
末
で
２
万
９
０
０
０
ヵ
所

へ
と
半
減
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
数
が
３
ヵ
所

以
下
と
な
っ
た
市
町
村
は
、
本
年
３
月
末
現

在
で
３
４
３
ヵ
所
と
な
る
な
ど
、
Ｓ
Ｓ
の
過

疎
化
が
よ
り
一
層
進
ん
で
い
る
。

　
そ
ん
な
Ｓ
Ｓ
が
取
り
扱
う
石
油
製
品
は
、

ク
ル
マ
の
燃
料
と
な
る
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
と

共
に
、
暖
房
に
使
用
さ
れ
る
灯
油
も
販
売
し

て
お
り
、
寒
冷
地
域
に
と
っ
て
Ｓ
Ｓ
は
日

常
生
活
を
支
え
る
大
切
な
拠
点
で
も
あ
る
。

従
っ
て
Ｓ
Ｓ
網
の
減
少
は
、
地
域
住
民
の
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。

　
全
国
石
油
商
業
組
合
連
合
会︵
全
石
連
︶は
、

全
国
の
石
油
販
売
業
者
約
１
万
５
０
０
０
社

が
加
盟
し
、
石
油
販
売
業
者
の
経
済
的
・
社

会
的
地
位
の
向
上
と
地
域
社
会
に
於
け
る
石

油
製
品
の
安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
一
方
で
自
動
車
業
界
は
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
・
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
対
応
な
ど
「
１
０
０
年
に
一
度
の
大

変
革
期
」
の
最
中
に
あ
る
。

　
ガ
ソ
リ
ン
販
売
を
軸
と
す
る
Ｓ
Ｓ
業
界
に

イ
ン
フ
ラ
の
崩
壊
に
影
響
が
あ
る
の
で
は
。

森

Ｓ
Ｓ
の
減
少
が
顕
在
化
し
、
Ｓ
Ｓ
が

３
ヵ
所
以
下
に
な
っ
た
市
町
村
は
２
０
２
１

年
３
月
末
で
３
４
３
ヵ
所
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
１
７
１
８
市
町
村
の
実
に
２
割

に
あ
た
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
Ｓ
Ｓ
の
過
疎
化
は
深
刻
で
、
一

部
の
地
域
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
す
る
た

め
に
隣
町
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
車
を
走
ら
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
住
民
の
方
。
ま
た
近
隣
に
給

湯
・
暖
房
用
の
灯
油
を
配
送
し
て
く
れ
る
Ｓ

Ｓ
が
無
く
な
り
困
っ
て
い
る
高
齢
者
の
方
も

出
て
来
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
と

い
っ
た
社
会
構
造
の
変
化
、
若
者
の
車
離
れ

な
ど
消
費
者
ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ
て
来
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
化

の
進
展
な
ど
に
よ
っ
て
石
油
需
要
は
一
層
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に

Ｓ
Ｓ
の
減
少
が
続
い
て
い
く
と
災
害
時
の
燃

料
供
給
の
確
保
に
支
障
が
生
じ
か
ね
な
い
状

況
と
な
る
で
し
ょ
う
。

石
油
製
品
の
安
定
供
給
に

取
り
組
む
事
業
者
か
ら
は
、

災
害
時
対
応
に
不
安
の
声

災
害
と
い
え
ば
東
日
本
大
震
災
の
時
に

は
、
ガ
ソ
リ
ン
を
求
め
Ｓ
Ｓ
に
長
蛇
の
列
が

出
来
ま
し
た
。

　

加
え
て
Ｓ
Ｓ
の
セ
ル
フ
化
が
解
禁
さ
れ
た

１
９
９
８
年
以
降
、
年
間
１
０
０
０
ヵ
所
以

上
の
Ｓ
Ｓ
が
廃
業
・
撤
退
へ
と
追
い
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
４
～
５
年
は
減
少
数
が
や

や
緩
や
か
に
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、
現
在
も
１

日
に
約
２
ヵ
所
の
ペ
ー
ス
で
Ｓ
Ｓ
が
無
く
な
っ

て
お
り
、
Ｓ
Ｓ
網
の
毀
損
が
続
い
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
燃
費
向
上
に
よ
り
、

ガ
ソ
リ
ン
の
販
売
減
と

価
格
競
争
が
加
速

車
社
会
が
定
着
す
る
中
、
特
に
過
疎
地

で
は
Ｓ
Ｓ
が
無
け
れ
ば
生
活
が
出
来
ま
せ
ん
。

森
今
も
Ｓ
Ｓ
が
減
少
し
続
け
て
い
る
要
因

の
ひ
と
つ
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
軽
自
動

車
な
ど
の
低
燃
費
車
の
普
及
に
あ
り
ま
す
。

　

ク
ル
マ
の
保
有
台
数
自
体
は
、
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
燃
費
が
大
き
く
向
上
し
て

い
る
た
め
ガ
ソ
リ
ン
需
要
が
減
少
。
Ｓ
Ｓ
間

の
価
格
競
争
も
そ
れ
に
拍
車
を
掛
け
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
後
継
者
・
事
業
継
承
問
題
に

よ
り
、
Ｓ
Ｓ
の
経
営
が
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス

が
増
え
、
廃
業
や
撤
退
が
増
え
て
い
ま
す
。

近
隣
の
Ｓ
Ｓ
が
無
く
な
り
、

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
難
民
が

増
加
し
か
ね
な
い
状
況
に

Ｓ
Ｓ
の
廃
業
や
撤
退
は
、
地
域
の
社
会

と
っ
て
は
、
自
動
車
を
走
ら
せ
る
た
め
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
が
電
気
、
天
然
ガ
ス
、
水
素
と

相
次
ぐ
多
様
化
を
見
せ
、
そ
の
度
に
今
後
の

存
続
に
大
き
な
影
を
落
と
す
。
日
本
政
府
は

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
︵
Ｃ
Ｎ
︶
宣
言

の
原
動
力
と
し
て
電
動
車
比
率
１
０
０
％
実

現
」
の
方
針
も
打
ち
出
し
脱
炭
素
施
策
を
加

速
。
さ
ら
な
る
ガ
ソ
リ
ン
需
要
の
減
少
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　
対
し
て
全
石
連
に
加
盟
す
る
会
員
の
７
割

は
単
一
拠
点
経
営
で
あ
り
、
事
業
環
境
下
で

の
厳
し
さ
が
増
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
Ｓ
Ｓ

業
界
の
現
状
と
、
今
後
の
方
向
性
な
ど
に
つ

い
て
森
全
石
連
会
長
に
聞
い
た
。︵
聞
き
手
、

主
筆
・
佃
義
夫
、
文
・
片
山
雅
美
︶

Ｓ
Ｓ
が
減
少
の
一
途
を
辿
り
、

地
方
で
Ｓ
Ｓ
の
過
疎
化
が

深
刻
化
。
今
後
は
地
域
社
会
へ
の

石
油
製
品
の
安
定
供
給
が
鍵
に

近
年
、
全
石
連
会
員
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

数
年
の
Ｓ
Ｓ
の
動
向
推
移
と
現
状
は
。

森
一
番
の
問
題
は
、
Ｓ
Ｓ
の
数
が
減
っ
て

来
て
い
る
こ
と
で
す
。
１
９
９
５
年
３
月
末

で
全
国
に
６
万
ヵ
所
あ
っ
た
Ｓ
Ｓ
は
、
直
近

の
２
０
２
１
年
３
月
末
に
２
万
９
０
０
５
ヵ

所
と
ピ
ー
ク
時
か
ら
半
減
し
て
お
り
、
こ
の

流
れ
は
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

森 洋24L E AD E R S  VOI C E
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森

こ
れ
ま
で
、
国
土
強
靭
化
の
一
翼
を

担
う
業
界
と
し
て
、
全
国
各
地
で
頻
発
す

る
地
震
や
豪
雨
・
豪
雪
に
よ
る
災
害
時
も

含
め
、
石
油
製
品
の
供
給
に
懸
命
に
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
。

　

ま
た
東
日
本
大
震
災
の
時
に
は
、
自
ら

が
被
災
者
に
な
り
な
が
ら
、
石
油
製
品
の

安
定
供
給
に
努
め
て
き
た
と
い
う
経
緯
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、「
地
域
の
Ｓ
Ｓ
を

廃
業
に
追
い
込
む
よ
う
な
政
策
を
進
め
る
と

い
う
政
府
の
方
針
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
」
と
い
う
中
・
小
規
模
事
業
者
の
方
々

の
悲
痛
な
叫
び
声
が
聞
こ
え
、
全
石
連
の
会

長
と
し
て
大
変
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
化
が

進
む
中
で
、
ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
の

さ
ら
な
る
減
少
に
懸
念

２
０
２
０
年
10
月
の
菅
前
首
相
の
「
２ 

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭

素
」
宣
言
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
、
日
本
政
府

と
し
て
「
２
０
３
５
年
ま
で
に
新
車
販
売

の
電
動
車
比
率
１
０
０
％
実
現
」
を
表
明

し
た
こ
と
に
対
す
る
受
け
止
め
方
と
影
響

に
つ
い
て
は
。

森

世
界
的
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を

目
指
す
べ
き
と
い
っ
た
機
運
が
高
ま
っ
て

来
て
い
ま
す
。
脱
炭
素
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
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「雑誌＋Web」のクロスメディア体制を採るNEXT MOBILITY［ https://nextmobility.jp/ ］
このページでは、そのWebチームの活動の一端を抜粋・要約した。

純粋に情報発信する手段を考えた時、速度と量でオンラインが勝る一方で、紙は手に馴染むデバイスとしての秀逸さを持っている。
今回、当媒体を手に取って頂いた「縁あるあなた」には、是非とも我々編集部とのインタラクトな関係造りを愉しんで欲しい。

我々は未来に向けて、そのためのメディアのカタチを模索していく。

撮影：三橋仁明／N-RAK PHOTO AGENCY

佐藤恒治レクサスCBOと豊田章男社長が
新たなEVづくりに手応えを得た瞬間

化。更に日本国内の販社網に急速充電器
を整備するというもの。当日の発表会見
では、その積極姿勢を体現するべく16
台もの次期BEV（実用コンパクトに始ま
りスポーツカーからピックアップトラック
に至る車種タイプをほぼ網羅）を披露し
た。これによりトヨタは「脱炭素に積極
的ではない、BEVに後ろ向き」というレッ
テルを貼りたがる海外評価を覆す意志を

示した。またこれは裏を返せば、いち早
くカーボンニュートラル宣言を行ったにも
関わらず、未だ明らかにならない日本政
府の真の経済成長政策（単なる環境対策
ではない）を促すサインのひとつだとも
言える。例え痛みを伴うとしても目標や
対策の更なる深掘りを行い、産業構造を
転換しなければ長期的な成長は望めない。
そのための日本の決断が問われている。

ヨタ自動車は、昨年9月のEV戦
略説明会を経た12月14日、そ

の自社戦略を上書き刷新した。主な所で
は2030年迄にBEVの世界生産台数を
350万台に（欧・北米・中国のBEV販
売100%を目指し30車種を投入）。その
ためのEV戦略投資に4兆円（蓄電池が
1.5兆円から2兆円へ／BEV開発へは2
兆円）。2035年迄にレクサス全車をBEV

ト

トヨタ、ＢＥＶ戦略を僅か3ヶ月で上書き刷新01
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02

03

中率〟を順位付けした。その結果は〝早
く乗りたい、何が何でも欲しい〟とする
消費者意識が強く反映されていると言う。
ちなみに海外でもコロナ禍起因の半導体
不足で新車の入手が困難となった分、中
古車価格が上昇した。対して日本では燃
料価格の高騰で車両燃費に嫌気が差し、
低燃費車に乗り換える事例が増えた。結
果、高年式車のタマ数が厚くなった事が

「早く乗りたい」とする購入行動の一助と
なったようだ。また〝何が何でも欲しい〟
とする要素では、昨年生産終了を発表し
たホンダのS600の事例が挙げられてい
る。同誌調べでは2020年を境に、特に
30歳代以下の若年層で中古車購入の意
志が高まりつつあり「新型モデルの中古
買い」と言う新たな消費が主流になるか
に注目している。

ーセンサーは2022年の2月号で、
中古車人気ランキング「カーセ

ンサー・カー・オブ・ザ・イヤー2021」
を発表した。昨年の中古車購入台数が前
年比15.4万台増の296万台。購入単価
が前年比19.5万円高の155万円となる中、
2020年発売のトヨタハリアーが首位と
なった。調査では自社媒体への20年11
月〜翌年10月迄の〝問合せ件数〟と〝集

カ

カーセンサーの中古車販売調査、若年層の賢く優しい消費行動に注目

億1227万人に達すると説明し、3社はそ
うした自治体毎に適した解決策を提供し、
地産地消型の脱炭素社会の実現に向けて
サポートしていくとした。具体的にはEV
提供やカーシェア環境の整備を行う他、
実質的に再生可能エネルギー100%と
なるグリーン電力の導入支援も行ってい
く。まずは、その手始めとして関東圏の日
産従業員へ今年度初頭からグリーン電力

の販売を実施する。なおこれらを前提に、
一般社団法人スーパーシティAiCTコン
ソーシアム等と、スマートシティー構築分
野でも協業する。いずれにしても日産が
これまで培ってきた技術力の蓄積をどう
生かし、脱炭素社会を目指す道筋を示せ
るのか。それが各地の地域経済育成や雇
用のみならず、様々な産業の競争力確保
に対して大事な要諦となるだろう。

産自動車と住友商事、法人向け
自動車リースを行う住友三井オー

トサービスは昨年12月22日、国内自治
体の脱炭素化を積極支援するべく連携協
定締結に伴う会見を都内で開いた。日産
の内田誠CEOは「3社の知見を結集させ、
自治体の脱炭素化を支援していく」と述
べた。また会見で3社は、2050年の脱炭
素化を目指す自治体が492、総人口で1

日

日産、自治体の脱炭素化支援で住友商事などと連携協定を締結

イヤーカーに選出されたトヨタハリアー2020年モデル カーセンサーの西村泰宏編集長
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ルマを利用するもの。販売車種はSUV
「エクリプスクロスPHEV」「アウトラン
ダーPHEV」、軽自動車「eKクロス」「eK
ワゴン」「eKクロススペース」「eKスペー
ス」の6車種。サイト上で仕様決定から
購入申し込み迄を一気通貫で行ない、与
信審査と書類郵送による契約手続きを経
た後は、納車も含めサービス提供はオフ
ラインに切り替わる。ホンダも同じく10

月に「HondaON」を介して独自のオン
ライン販売を始動させたが、やはり納車
は顧客が販社に出向く必要があり、車両
が自宅に届く仕組みはない。またそもそ
も未だ5割超の消費者層は、車種選択の
ための情報入手で販社を利用（全体の
52.7%・「定額カルモくん」運営のナイ
ル調べ）しており、各社共に販社が果た
す役割で矛盾を抱えている。

菱自動車工業と楽天市場が新車
販売を開始（昨年11月25日から）

した。販売は「ウルトラマイカープラン
（三菱自動車ファイナンス取扱い）」が使
われる。これは、車両本体代金、車両
登録時の初期費、車検・メンテナンス費、
購入後の各種税金、自賠責保険料、自
動車保険料等を取り纏め36・48・60カ
月の期間（6ヶ月毎の契約更新制）でク

三

三菱自動車と楽天、新車のオンライン販売を開始

先のエア・ウォーターは、北海道を中心に
バイオガス技術の開発を進め、メタン発酵
システムの他、バイオガスの分離・精製や、
バイオガスを液化バイオメタン（LBM）に
加工する技術も保有しており、今回はダイ
ハツ滋賀（竜王）工場の地元である竜王
町が進める耕畜連携に参画。同地域の重
要産業である近江牛肥育の糞尿からエネ
ルギー（バイオガス）を取り出し、専用の

発電機に投入して工場の稼動エネルギー
として使用する事で脱炭素化を進める一
方で、残渣は有機肥料として農地に還元
する取り組みに挑戦する。現在、バイオガ
ス生産システムは売電の固定価格の影響
下で第4次建設ブームの最中にあり、今後
の政策誘導を踏まえて更なる持続可能性
の追求や農業経営の多角化などをどう伸
ばしていくかに注目が集まっている。

場使用エネルギーの地産地消を
目指すダイハツ工業と総合ガス企

業が共同で応募した「竜王町地域循環共
生型の肉牛糞乾式メタン発酵システムの
開発」が昨年12月8日、国立研究開発法
人新エネルギー・産業技術総合開発機構

（NEDO）の21年度新エネルギー等のシー
ズ発掘・事業化に向けた技術開発事業（事
業化実証研究開発）に採択された。協業

工

ダイハツ、再生エネルギーの技術開発がＮＥＤＯに採択される

04

05

ダイハツ滋賀（竜王）工場
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医療の現場の命を守る
テクノロジーには、

一人ひとりの健康に寄り添う
想いが込められています。

クルマをもっと機能的に快
適に！CASE・ADASへ変革が
進む自動車領域に高機能
材料で貢献します。

住友ベークライトの

お客様の想像と創造をサポートします
プラスチックの可能性を広げ、お客様の価値創造を通じて

「未来に夢を提供する会社」を目指します。

未来に夢を提供することを使命にこれからも
常にプラスチックのパイオニアとして、次々に新しい技術開発を進めてきた住友ベークライト。
今では、電気・電子、情報技術、自動車、医療機器、包装、住宅など、広い領域で人びとの暮らしに役立っています。
プラスチックの可能性を求めて、これからも。「未来に夢を提供する」住友ベークライトにご期待ください。

Mobility IoT Healthcare
高信頼性素材技術を進化さ
せ、さらなる小型・薄型化・
高速化を実現し、IoT時代の

到来を支えます。

〒140-0002 東京都品川区東品川二丁目5番8号 天王洲パークサイドビル

https://www.sumibe.co.jp





特 集

新たな
 100年の
はじまり

20世紀初頭の米国では、新規参入を目指す200社超の自動車ベンチャーが競い合っていた。加えて当時
は車載の動力源を選択する時代を迎えており、これは現代の状況と似ている。また当時は馬車や荷馬車
の世界から自動車への移行が始まった頃であり僅13年で、それまでは存在していて当たり前だったモビリ
ティの主役が大きく入れ替わった時代でもあった。今号では、そんなかつての主役の交代劇と、2022年
へと漕ぎ始めたひとつの企業分析から、新たな100年のはじまりを追う。



は
、
殆
ど
の
米
国
人
に
と
っ
て
心
か
ら

愛
情
を
注
ぐ
べ
き
仲
間
（
愛
馬
）
で
あ

り
家
族
の
一
員
だ
っ
た
。

　

ま
た
こ
の
当
時
、
自
分
の
馬
を
持
っ
て

い
な
い
米
国
人
は
、
懐
具
合
が
寂
し
い
若

者
や
、
一
部
の
市
民
に
限
ら
れ
て
お
り

「
お
金
が
あ
る
な
ら
誰
も
が
馬
を
買
う
だ

ろ
う
よ
」と
揶
揄
さ
れ
、馬
は
例
え
オ
ー

ナ
ー
が
酒
に
酔
い
潰
れ
て
い
て
も
、
自

宅
ま
で
の
道
を
熟
知
し
て
必
ず
目
的
地

迄
送
り
届
け
く
れ
る
頼
れ
る
真
の
友
達

だ
と
親
し
み
を
持
っ
て
礼
賛
さ
れ
た
。

僅
か
13
年
で

Ｎ
Ｙ
の
主
役
が
交
代

　

し
か
し
時
代
が
20
世
紀
を
跨
い
だ
そ

の
瞬
間
、
米
国
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
市
場
は
、

そ
ん
な
馬
を
愛
で
続
け
る
大
多
数
の

人
々
の
思
惑
と
は
全
く
異
な
る
方
向
に

動
き
始
め
る
。

　

１
９
０
０
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
５
番
街
で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い

た
馬
車
の
列
を
自
動
車
は
僅
か
13
年
で

一
掃
。
か
つ
て
は
殆
ど
の
人
に
認
識
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
〝
馬
な
し
馬
車
〟
が

大
都
市
の
目
抜
き
通
り
を
独
占
し
た
。

　

な
お
こ
の
20
世
紀
初
頭
の
段
階
で
、

蒸
気
動
力
の
力
強
さ
に
賭
け
て
い
た
ロ

コ
モ
ー
ビ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
社
は
、
年
間
７
５
０
台
の
蒸

気
自
動
車
を
生
産
（
１
９
０
３
年
に
生

産
中
止
）。

　

ま
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
オ
ー
ト
モ
ー

テ
ィ
ブ
社
の
電
気
自
動
車
は
、
当
時
の

粗
野
な
内
燃
エ
ン
ジ
ン
に
比
べ
、
扱
い

易
さ
で
優
れ
て
い
た
た
め
１
５
０
０
台

の
Ｂ
Ｅ
Ｖ
を
世
に
送
り
出
し
て
い
る

（
し
か
し
当
時
は
絶
対
速
度
の
限
界
が

あ
り
１
９
２
０
年
に
掛
け
て
衰
退
）。

　

そ
の
一
方
で
、
オ
ー
ル
ズ
モ
ビ
ル
・

カ
ー
ブ
ド
・
ダ
ッ
シ
ュ
社
は
、
年
当
た
り

２
８
０
０
台
余
り
（
２
０
０
４
年
迄
の
４

年
間
で
通
算
１
万
１
２
７
５
台
）
の
内

燃
エ
ン
ジ
ン
車
を
売
り
上
げ
、
同
じ
く

１
９
０
８
年
に
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
で
市
場
参

画
を
果
た
し
た
フ
ォ
ー
ド
モ
ー
タ
ー
社
は
、

遂
に
１
９
２
０
年
に
年
産
１
０
０
万
台

規
模
の
車
両
生
産
を
実
現
し
た
。

　

つ
ま
り
当
時
は
、
静
か
で
使
い
勝
手

の
良
い
Ｅ
Ｖ
よ
り
も
、
圧
倒
的
に
速
度

と
航
続
距
離
が
稼
げ
る
内
燃
エ
ン
ジ
ン

車
が
優
勢
と
な
り
、
こ
れ
が
20
世
紀
の

到
来
を
告
げ
る
号
砲
と
な
っ
た
。

　

１
９
２
０
年
か
ら
数
え
て
１
０
０

年
目
と
な
る
米
・
Ｃ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
０

で
、
初
の
試
作
車
「
ビ
ジ
ョ
ン
エ
ス

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
（V

ISIO
N
-S Proto 

type

）」
を
世
界
初
公
開
し
た
ソ
ニ
ー
。

　

同
社
が
、
自
ら
の
手
の
内
に
無
か
っ

た
自
動
車
造
り
に
敢
え
て
向
き
合
い
、

奇
抜
さ
こ
そ
薄
い
も
の
の
傍
目
に
は
極

め
て
完
成
度
が
高
く
見
え
る
Ｂ
Ｅ
Ｖ
を

作
り
上
げ
た
理
由
は
、
あ
く
ま
で
自
ら

の
車
載
セ
ン
サ
ー
の
技
術
力
を
押
し
上

げ
る
た
め
で
あ
り
、
ソ
ニ
ー
製
品
と
し

て
車
両
を
造
り
販
売
す
る
事
な
ど
全
く

念
頭
に
無
い
と
、
当
時
の
プ
レ
ス
・
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
望
ん
だ
吉
田
憲
一
郎

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
た
。

（
坂
上
賢
治
）

押
し
も
押
さ
れ
ぬ

主
要
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
な
る
た
め
に

　

そ
の
翌
年
の
２
０
２
１
年
に
ソ
ニ
ー

は
、
自
ら
の
セ
ン
サ
ー
技
術
を
高
め

る
た
め
の
走
行
実
験
で
あ
る
と
し
て
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
実
施
し
た
公
道
テ
ス

ト
の
映
像
を
公
開
し
た
。

　

そ
の
映
像
を
見
た
自
動
車
産
業
界
と

ソニー、モビリティを再定義
新会社を設立し電気自動車市場に本格参入へ
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報
道
陣
は
、
益
々
ソ
ニ
ー
の
真
意
を
計

り
兼
ね
る
よ
う
に
な
り
、〝
こ
れ
は
実

の
と
こ
ろ
本
格
的
な
ク
ル
マ
造
り
の
過

程
で
は
な
い
の
か
〟、
も
し
く
は
〝
本

当
に
自
社
セ
ン
サ
ー
技
術
の
鍛
錬
の
場

と
し
て
挑
戦
し
て
い
る
の
か
〟
を
全
く

読
み
切
れ
ず
、
そ
の
映
像
を
半
信
半
疑

で
眺
め
て
い
た
。

　

し
か
し
少
し
冷
静
に
な
っ
て
周
辺
環

境
を
眺
め
回
し
て
み
る
と
、
そ
の
時
点

で
、
ソ
ニ
ー
が
自
動
車
産
業
を
全
方
位

で
捉
え
ら
れ
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る

の
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
無
い
。

　

自
動
車
産
業
界
で
押
し
も
押
さ
れ
ぬ

主
要
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
く
た
め
に
は
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が

あ
っ
た
。

足
元
を
固
め
て
こ
そ

エ
ン
タ
メ
分
野
の
強
み
が
活
き
る

　

例
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
全
体
を
大

き
く
捉
え
た
場
合
、
ソ
ニ
ー
は
イ
メ
ー

ジ
セ
ン
サ
ー
全
体
で
６
割
近
い
シ
ェ
ア

を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
を
車
載

分
野
だ
け
に
絞
り
込
む
と
、
そ
の
シ
ェ

ア
は
一
桁
台
に
落
ち
込
む
。

　

だ
か
ら
こ
そ
ソ
ニ
ー
と
し
て
は
、
車

載
用
デ
バ
イ
ス
の
主
要
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

と
し
て
の
価
値
や
信
頼
性
を
素
早
く
高

め
る
た
め
、
自
ら
実
際
に
走
る
車
両
を

開
発
し
て
リ
ア
ル
な
走
行
実
証
を
繰
り

返
す
事
で
、
自
社
の
高
い
信
頼
性
を
世

界
に
向
け
て
訴
え
て
い
く
事
が
必
要

だ
っ
た
。

　

そ
う
し
て
足
元
を
固
め
て
こ
そ
、
同

社
が
得
意
と
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
分
野
へ
の
強
み
が
初
め
て
注
目
さ

れ
る
。
そ
こ
で
自
社
に
対
す
る
認
識
を
、

自
動
車
産
業
界
へ
広
め
る
事
こ
そ
ビ

ジ
ョ
ン
エ
ス
の
真
の
役
割
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

技
術
力
で
世
界
を
感
動
で
満
た
す

　

そ
ん
な
２
年
間
に
亘
る
丁
寧
な
伝
道

活
動
を
経
て
、
迎
え
た
米
国
時
間
の

２
０
２
２
年
１
月
４
日
、
再
び
世
界
最

大
級
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
展
示

会〝
Ｃ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
２
〟の
壇
上
に
立
っ

た
吉
田
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
今
回
遂
に
自
ら
の

口
で
「
新
会
社
の
ソ
ニ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

株
式
会
社
を
設
立
し
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
の
市
場
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Ｇ
Ｍ
、

次
世
代
運
転
支
援
で

ク
ワ
ル
コ
ム
の
先
端
技
術
を
採
用

米
国

　

米
Ｇ
Ｍ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
）
は
太

平
洋
標
準
時
の
１
月
５
日
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

開
か
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
２
で
基
調
講
演
を

実
施
し
た
。
こ
の
講
演
は
当
初
、
対
面
形
式

で
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
年
を
迎
え
、

コ
ロ
ナ
禍
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）
の
影
響
が
日

増
し
に
深
ま
る
中
、
最
終
的
に
は
Ｇ
Ｍ
の
本

社
が
あ
る
デ
ト
ロ
イ
ト
か
ら
ス
ト
リ
ー
ム
配

信
を
介
し
て
提
供
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。

　

登
壇
し
た
の
は
、
メ
ア
リ
ー
・
バ
ー
ラ
会

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
Ｇ
Ｍ
の
経
営
ト
ッ
プ
。
ま

ず
は
各
担
当
者
が
自
社
・
直
近
の
電
動
化
戦

略
に
つ
い
て
解
説
。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
Ｂ

Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
向
け
、
北
米
に
於
け
る
電
動

車
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
奪
取
を
目
標
に
掲
げ
た
。

そ
の
後
、
来
た
る
２
０
２
３
年
に
投
入
予
定

の
フ
ル
サ
イ
ズ
電
動
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
披
露

す
る
流
れ
を
辿
っ
た
。

　

ま
ず
バ
ー
ラ
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
世
界
規

模
で
の
Ｅ
Ｖ
の
普
及
・
拡
大
が
も
た
ら
す
最

も
大
き
な
変
化
と
し
て
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

が
単
な
る
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
生
産
・
販
売
の

立
場
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
〝
人
と
モ
ノ
の

移
動
の
あ
り
方
を
再
定
義
す
る
〟
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
・
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
変
革
を
求

め
ら
れ
て
い
る
現
況
を
挙
げ
た
。

　
「
新
た
な
時
代
を
迎
え
、
私
た
ち
は
目
的

志
向
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
生
み
出
し
、
そ
れ

を
以
て
世
界
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
え
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
社
は
近
年
、
人
と
モ
ノ
の
移
動
の
あ
り

自動車産業を巡る
世界の動きを追う
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方
を
再
定
義
し
、〝
事
故
ゼ
ロ
・
排
出
ゼ
ロ
・

混
雑
ゼ
ロ
の
世
界
を
作
り
上
げ
る
〟
と
言
う

確
か
な
決
意
を
掲
げ
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
志
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た

想
い
が
私
た
ち
を
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
リ
ー

ダ
ー
の
地
位
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
更
に
成
長
戦
略
を
組
立
て
実

行
す
る
中
で
、
私
た
ち
は
次
の
世
代
の
た

め
に
、
よ
り
良
い
未
来
を
創
造
し
て
い
け

る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
筈
で
、
率
直
に
言
っ

て
私
た
ち
に
は
、
そ
れ
を
履
行
し
て
い
く

義
務
が
あ
る
の
で
す
。

　

そ
の
原
資
こ
そ
が
ア
ル
テ
ィ
ウ
ム
が
も
た

ら
し
た
効
果（U

ltium
 Effect

）な
の
で
す
」

と
畳
み
掛
け
た
。

製
品
の
Ｂ
Ｅ
Ｖ
化
を
目
指
す
中
、

レ
ア
ア
ー
ス
調
達
で
リ
ー
ド
を
示
す

　

こ
の
よ
う
に
基
調
講
演
で
Ｇ
Ｍ
は
、
自
社

の
Ｅ
Ｖ
事
業
の
拡
大
計
画
に
つ
い
て
、
予

て
よ
り
進
め
て
き
た
共
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
を
核
と
し
た
シ
ャ
シ
ー
基
盤
「
ア
ル
テ
ィ

ウ
ム
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
事
を
改

め
て
振
り
返
っ
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
が
確
か
だ
っ
た

ゆ
え
に
複
数
の
蓄
電
池
と
モ
ー
タ
ー
を
組
み

合
わ
せ
た
新
型
車
の
量
産
化
計
画
の
進
行
が
、

極
め
て
順
調
に
進
ん
だ
事
を
説
明
し
、
自
ら

の
自
信
を
深
め
る
コ
メ
ン
ト
を
口
に
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
Ｇ
Ｍ
が
、
Ｅ
Ｖ
モ
ー
タ
ー

に
使
用
さ
れ
る
レ
ア
ア
ー
ス
類
の
鉱
物
・
合

金
・
完
成
品
の
磁
石
の
提
供
に
つ
い
て
、
幾

つ
か
の
企
業
と
検
討
段
階
、
ま
た
は
最
終
合

意
の
前
提
に
入
っ
て
い
る
事
が
含
ま
れ
て
い

る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

仮
に
希
土
類
を
取
り
扱
う
〝
Ｍ
Ｐ
マ
テ
リ

ア
ル
ズ
〟
並
び
に
〝
Ｇ
Ｅ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル

エ
ナ
ジ
ー
〟
と
の
連
携
進
捗
に
加
え
て
、
更

に
〝
独
Ｖ
Ａ
Ｃ
（
ヴ
ァ
キ
ュ
ー
ム
シ
ュ
メ
ル

ツ
）〟
と
の
連
携
も
大
き
く
進
む
事
に
な
れ

ば
、
レ
ア
ア
ー
ス
調
達
の
国
内
補
完
が
大
き

く
充
足
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
特
に
Ｍ
Ｐ

マ
テ
リ
ア
ル
ズ
と
の
連
携
が
進
展
す
れ
ば
、

Ｇ
Ｍ
に
と
っ
て
は
米
国
内
に
於
い
て
複
数
の

レ
ア
ア
ー
ス
磁
石
の
国
内
調
達
の
体
制
が
一

層
強
化
さ
れ
る
事
に
な
る
か
ら
だ
。

ア
ル
テ
ィ
フ
ァ
イ
の
実
装
は
来
た
る

２
０
２
３
年
か
ら

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ス
要

素
を
介
し
て
得
ら
れ
る
次
世
代
Ｇ
Ｍ
車
の
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
体
験
は
、
エ
ン
ド
・
ツ
ー
・
エ

ン
ド
（
高
度
な
通
信
制
御
や
複
雑
な
機
能
は

末
端
の
シ
ス
テ
ム
が
担
い
、
経
路
上
の
シ
ス

テ
ム
は
単
純
に
信
号
や
デ
ー
タ
の
中
継
・
転

送
の
み
を
担
う
）
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「
ア
ル
テ
ィ
フ
ァ
イ
（U

ltifi

）」

が
司
る
。
そ
ん
な
最
新
シ
ス
テ
ム
が
来
た
る

２
０
２
３
年
か
ら
生
産
に
入
る
一
部
の
次
世

代
車
に
搭
載
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
は
仕
組
み
上
、
車
種
毎
の
特
性
に
合
わ
せ
、

自
由
に
コ
ー
ド
を
増
や
し
た
り
、
ま
た
は
減

ら
し
た
り
で
き
る
た
め
、
例
え
ば
〝
走
行
体

験
を
司
る
パ
ワ
ー
モ
ー
ド
〟
を
設
定
変
更
し

て
加
速
性
能
を
向
上
さ
せ
た
り
、〝
移
動
体

験
を
司
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
モ
ー
ド
〟
を
乗

員
の
属
性
に
合
わ
せ
て
、
興
味
を
惹
く
立
ち

回
り
先
や
、
効
率
的
な
移
動
経
路
を
検
索
・

提
示
す
る
事
も
で
き
る
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
機
能
を
備
え
た
新
型
Ｅ

Ｖ
の
魅
力
は
、
一
般
消
費
者
が
好
み
の
車
両

を
購
入
す
る
際
に
〝
新
た
な
選
択
肢
を
提
供

す
る
〟
と
い
う
事
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
そ

れ
は
法
人
需
要
に
基
づ
く
、
フ
リ
ー
ト
市
場

で
も
充
分
に
役
立
つ
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
米
国
内
に
於
い
て
は
、
貨
物
配
送

業
者
〝
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
〟
や
、
同
じ
く
米
国

小
売
り
最
大
手
の
〝
ウ
オ
ル
マ
ー
ト
〟
が
自

動
運
転
配
送
車
と
し
て
Ｇ
Ｍ
車
を
数
多
く
採

用
し
て
き
た
事
例
を
、
自
社
製
品
な
ら
で
は

の
魅
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
紹
介
し
た
。

　

よ
り
具
体
的
に
は
昨
年
12
月
半
ば
に
フ
ェ

デ
ッ
ク
ス
は
、
Ｇ
Ｍ
へ
事
前
発
注
し
て
い
た

５
０
０
台
の
配
送
専
用
Ｅ
Ｖ
の
う
ち
、
最
初

の
５
台
を
受
け
取
っ
た
が
、
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス

で
は
今
後
、
２
０
４
０
年
迄
に
世
界
中
で

使
用
す
る
配
送
車
両
の
全
て
を
Ｅ
Ｖ
化
し
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
自
社

の
姿
勢
を
身
を
以
て
、
社
会
へ
向
け
て
明
ら

か
に
し
て
い
く
と
述
べ
て
い
た
。

　

つ
ま
り
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
同
社
の

企
業
姿
勢
を
外
部
へ
伝
え
る
た
め
の
重
要
な

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
な
の
で
あ
り
、
Ｇ
Ｍ
製
車
両

は
、
そ
の
姿
勢
を
示
す
た
め
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
語
っ
て
い
た
。

ウ
ル
ト
ラ
・
ク
ル
ー
ズ
に
よ
り
95
％
は

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
で
の
移
動
が
可
能
に

　

ま
た
Ｇ
Ｍ
は
、
い
よ
い
よ
実
用
段
階
に

入
っ
て
き
た
自
動
運
転
車
の
世
界
に
つ
い
て
、

傘
下
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
〝
ク
ル
ー
ズ
〟
が

２
０
２
１
年
11
月
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市

で
手
掛
け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
レ
ス
車
両
の
運
用

実
証
を
、
自
社
の
重
要
な
成
果
の
ひ
と
つ
と

し
て
挙
げ
た
。

　

そ
の
使
い
勝
手
は
、
ウ
ー
バ
ー
な
ど
の
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
利
用
と
同
じ
感
覚
で
、
一
般
利

用
者
が
何
ら
た
め
ら
う
事
な
く
無
人
運
転
車

に
乗
り
込
み
、
目
的
地
で
思
い
思
い
に
降
り

る
日
常
的
な
実
証
実
験
で
あ
り
、
こ
れ
が
成

功
裡
に
終
わ
っ
た
事
を
報
告
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
昨
月
12
月
の
ダ
ン
・
ア
マ
ン
Ｃ

Ｅ
Ｏ
退
任
に
伴
う
ク
ル
ー
ズ
の
上
場
期
待
へ

の
萎
縮
を
巧
み
に
フ
ォ
ロ
ー
し
た
。

　

併
せ
て
ホ
ン
ダ
（
本
田
技
研
工
業
）
と
の
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大容量のデータ通信におい
て重要なアンテナ技術、光
ファイバーから半導体技術
まで、5G 通信技術の実現で
加速する「つながるクルマ
社会」に貢献していきます。

地球環境の持続可能性に
貢献する植物由来の樹脂
材料や繊維原料などの素
材や、様々なリサイクル
技術等の開発に取り組ん
でいます。



米ネバダ州ラスベガスで開かれた〝CES2022〟の壇上で、ソニーグループの会長兼社長CEOの吉田憲一郎氏が、と

ても丁寧かつ静かな口調で「ソニーモビリティを設立し、EVの市場投入を検討していく」語った時、筆者は、かつて東

京モーターショー2001に展示されたトヨタとソニーの共同開発車〝pod〟に想いを馳せていた。そのコンセプトカーは、

当時人気の犬型ペットAIBOを自動車に仕立てたもので、車両のオーナーのみならず、このクルマに関わりを持つ様々

な人達に対して、喜んだり、怒ったり、悲しんだりと10通りの感情表現ができるとし、またpodとの関係が深まるに連れ、

人もpodも成長するというシナリオであった。今日まだソニーのクルマについては不確定要素が多いが、市場参入にあ

たって、誰もが考えもしないモビリティの捉え方で我 を々驚かせて欲しい。そんな新たな価値の提案を自動車産業は待っ

ている筈だ。（坂上 賢治）

お問い合わせ
本誌購読のお申込みとお問い合わせ、並びに宛先・お電話番号等の変更、
乱丁・落丁本のお取り換え、本誌掲載記事に関するお問い合わせ、広告
掲載のお問い合わせは、〒100-0006  東京都千代田区有楽町1-2-2　東
宝日比谷ビル18Fの受注センター／販売部（TEL：03-5501-0020　
FAX：03-3591-1732、平日10時から17時）までお寄せ下さい。

また当社では、より良い誌面作りのため、随時アンケート方式で調査を行っ
ておりますため、ご協力頂きたくお願い申し上げます。また当社では広告主
の依頼により、ダイレクトメールで広告情報をお届けすることがございます。
これらのダイレクトメールは当社の個人情報保護方針に則り、読者の皆様
の個人情報を広告主には一切開示せず、当社管理のもとでご発送致しま
す。広告情報が不要の場合は、弊社読者窓口（TEL：03-5501-0020　
FAX：03-3591-1732、平日10時から17時）までご一報下さい。
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本誌・Web媒体共に発行著作Ⓒ株式会社J2 COMPLEX

未来をつかむ自動車ビジネス誌

21世紀を迎えるまで、自動車に関わる仕事の世界は「総合産業」と言われてきた。さて、この後の話は釈迦に説法のよ

うで恐縮だが、ここに至る100年の間、内燃エンジンを搭載し続けて来た自動車は2万～3万点の部品で構成され、クル

マ造りの場面で活躍する多種多様な素材・部品のみならず、その産業の裾野は、運輸・販売・整備・資材など広範な

関連事業を抱える。それが今日、様 な々パラダイムシフトに遭遇する難しい局面を迎えている。これからは、過去より積

み上げてきた技術の中核が変わり、自動車の使い方が変わり、ビジネスの姿が変わる。今後は、迫り来る新しい時代に

対峙して戦う構えを示すだけではなく、時代を鮮やかに「いなす」しなやかさが求められる。
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